
会  議  録

会 議 の 名 称 令和 5年度第 2回上尾市公民館運営審議会

開  催  日 時
令和 6年 2月 1日 (木 )
午後 2時 00分から午後 3時 28分

開 催 場 所 上尾市立上尾公民館 講座室401

議長 (委 員長)氏ネ 近藤 博昭

出席者 (委 員 )氏 名

三日月 桂子、須賀 聡、横堀
船生 養子、渡辺 裕子、関根
北川 悦子 (9人 )

鶴雄、高橋 政信、
とし子、山尾 三枝子、

欠席者 (委 員)氏 名 洞派 英樹、玉越 敬彦、坂牛 文子

事務局 (庶 務担 当)

西倉教育長、谷川教育総務部次長、角田生涯学習課長、

小川上尾公民館長、関上平公民館長、黒木平方公民館長、

内田大石公民館長、石井大谷公民館長、

椎名生涯学習課副主幹、酒井生涯学習課主任
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1 議   題 2会 議 結 果

第 2回審議会
議事

(1)令和 6年度公民館事業計画 (案)について
(2)土曜日の教育支援事業について
報告

(1)放課後子供教室について

議事及び報告について内容説明及び

質疑応答を行い、了承を得た。

議 事 の 経 過 別紙のとお り 傍聴者数 1人

会 議 資 料 別紙のとおり

議事のてん末・概要に相違なきことを証するため、ここに署名する。

2o$+ tln la
議長 (委員長)の署名 鯰 三壺鶯



生涯学習課長

近藤委員長

生涯学習課長

教育長

生涯学習課長

議事の経過
第 2回上尾市公民館運営審議会

1 開会
定刻になりましたので、令和 5年度第 2回上尾市公民館運営審議会を
開会します。
お手元に配布しております次第にそつて進めさせていただきます。な

お、本日は洞派委員、坂牛委員から欠席の連絡が入つております。また、

原市公民館長も本日欠席となっております。玉越委員は出席との連絡を
いただいておりますが、まだお見えになつておりません。

なお、委員の半数以上が出席していますので、「上尾市公民館運営審議

会規則」第 4条の規定から、この会議が成立することを御報告いたしま
す。

それでは、近藤委員長に御挨拶をいただきたいと存じます。

2 委員長挨拶
<近藤委員長挨拶>

近藤委員長ありがとうございました。

続きまして、西倉教育長より御挨拶申し上げます。

3 教育長挨拶
く西倉教育長挨拶>

教育長につきましては、次の公務がございますので、申し訳ありませ

んがここで退席させていただきます。

<教育長退席>

4 議事
これからの議事につきましては、「上尾市公民館運営審議会規則」第3

条により、議長を近藤委員長にお願いいたします。

生涯学習課長

近藤委員長 本日、傍聴の方はいますか。

生涯学習課長 1名の傍聴希望者がおりますので、許可をお願いします。

近藤委員長 許可しますので、御案内をお願いします。

傍聴の方にお願いします。会議を傍聴される方は、傍聴に当たっての注

意事項をお守りになり、傍聴をお願いします。

本日の議事は、(1)令和 6年度公民館事業計画 (案)について、(2)
土曜日の教育支援事業についての 2つですが、他に議事にあげる必要の

あるものはありますか。
ないようですので議事に沿って進めます。



近藤委員長

生涯学習課長

生涯学習課主任

上尾公民館長

上平公民館長

平方公民館長

生涯学習課副主幹

大石公民館長

大谷公民館長

近藤委員長

横堀委員

大谷公民館長

須賀委員

山尾委員

船生委員

近藤委員長

議事 (1)令和 6年度公民館事業の計画 (案)について
それでは、議事 (1)令和 6年度公民館事業計画 (案)について、事
務局から説明をお願いします。

令和 6年度公民館事業計画 (案)について担当から説明いたします。

<資料」 令和6年度公民館事業計画 (案)について説明>

<資料 1
<資料 1
<資料 1
<資料 1
<資料 1
<資料 1

上尾公民館事業計画について説明>
上平公民館事業計画について説明>
平方公民館事業計画について説明>
原市公民館事業計画について説明>
大石公民館事業計画について説明>
大谷公民館事業計画について説明>

この件につきまして、御意見・御質問はございますか。

囲碁の初心者向け講座をコロナ禍前は行っていたので、ぜひまた企画

していただきたい。

令和 6年度事業計画の中には予定がありませんが、講師や会場の都合
で予定している講座ができない場合もありますので、その際には公民館
で活動しているサークルの指導者などにお声掛けすることもございま

す。

防災に関する講座が 3つの公民館で計画されているが、もう少し増や
してもいいかと思います。能登半島地震の前にこの令和 6年度事業計画
は作成されたので仕方ないかもしれませんが、能登半島地震を受けて防
災に関する関心が高まっていると思います。令和 7年度の事業計画作成
の際には、検討してください。

成果の活用について、地域の方を巻き込むなど少し違うやり方を模索
していってもいいかなと思いました。利用団体の高齢化が進み、人数や
サークルの数も減っているでしょうし、自主的な発表会は各サークルで

はなかなかやりきれないので、公民館主体となっていますね。

利用者の高齢化もあります し、公民館以外の場でも責任のあることを

や りたくない、面倒をみたくないとい う人が増えているように感 じてい

ます。講座からサークルの立ち上げをとい う話になっても、役員の話に

なると皆さん敬遠 して立ち上げに至らないとい うのを目の当たりにして

残念に思っています。

2

東日本大震災の時に問題になっていたプライバシーの確保や男女のト

イレ使用方法について、能登半島地震でも問題になっています。防災や
人権に関する講座はこれからも毎年続けて、取り上げていかなければな
らないと思います。



横堀委員

近藤委員長

船生委員

近藤委員長

高橋委員

近藤委員長

北川委員

近藤委員長

委員

近藤委員長

私も地域や団体の役員をやっていますが、後任のなり手がいません。

団体、地域、公民館などみんな同じような状況ですね。

自主サークルの集まりが自分たちで発表の場が作れないので、公民館

職員の手を借りてまつり等を行つており、これが公民館事業計画に入っ

ているという状況です。

公民館はまだひとつの学びの拠り所として機能している。サークルの

事情がどんどん様変わりしていく中で、色々と考えるところは多々ある
のでしょうけれども、公民館は地域の学びの拠り所として大切だと思い

ます。私たちはなくさないようにどうしていくか考えるべきかと思いま

す。

わか りやす く言 うと公民館は地域を耕す役割があります。その中の一

つの方法として、いろんな講座があったリサークル活動があった りする

のだと思います。

防災という観点で、平屋の公民館はぜひ 2階建てにすることを検討し
ていただきたい。また、 トイレの洋式化も早急にお願いしたい。

公民館施設についての御意見ですね。今の議題ではないので、一旦話

を戻したいと思います。

以前にも意見しましたが、講座タイトルに民間企業の名前が多いなと

思います。地元企業とのコラボで名前を掲載することは理解できますが、

それ以外については広報誌にも載るので心配りしてほしいです。また、

高橋委員さんが言ったように、ハード面の整備についてこの審議会から

行政にお願いできれば良いと思います。

冒頭にいつも審議会で諮りたい議題があるかを確認しています。公民

館施設についてや企業タイアップ講座の名称についてなど、この審議会
の中で委員の皆様の御意見を聞くのは大事だと考えておりますので、ぜ

ひそのようにお願いしたいと思います。

色々と御意見をいただきましたが、特に反対や修正の御意見はなかっ

たと認識しておりますが、皆様よろしいでしょうか。

<異議なし>

ありがとうございます。

それでは、議案 (1)令和 6年度公民館事業計画 (案)につきまして
は、当審議会として概ね妥当との意見とさせていただきたいと思います。

今回出ました意見も参考に、令和 6年度公民館事業を進めていただきた
いと思います。



近藤委員長

生涯学習課長

生涯学習課主任

近藤委員長

山尾委員

平方公民館長

山尾委員

船生委員

生涯学習課長

三 日月委員

上平公民館長

近藤委員長

議事 (2)土曜日の教育支援事業について
議事の (2)土曜日の教育支援事業について、事務局から説明をお願
いします。

土曜日の教育支援事業につきまして、担当から説明を行います。

<資料2 土曜日の教育支援事業について説明>

ただいま説明のありました事業について、御意見等ありますか。

事業計画にある ドローン教室について、ぜひ講座の中では ドローンの

メリットとともに街中では飛ばせないといった注意事項についても子供

達に教えて欲 しいと思います。

ドローンの講座は、 ドローン部のある秀明英光高等学校の先生に講師
を務めていただき、一昨年も実施しております。そういった注意事項も

含めて教えていただいております。一昨年は午前に小学生、午後に中学

生を対象に実施しましたが、中学生の応募が少なかったです。付き添い

で来た親御さんも一緒になって参加していたので、今年度は午前に子供、

午後に一般を対象に実施を検討しています。

民間のドローン教習所は数万円費用がかかったりするので、ぜひこの

ような機会に親子で参加してもらえたらいいと思います。

講座に参加するための費用はかかるのでしょうか。

材料費等は実費の負担になります。

学校教育では地域の方の人材育成ということで地域の方に学校に来て

いただいて子どもたちに披露していただくというのを本校も推し進めて

います。
上平公民館で8月 に実施したレモン電池の講座は参加者が少なくもっ

たいないなと思いました。学校のクラブ活動で教えている内容はスライ

ム作りなどありきたりなものになってしまうので、公民館からアドバイ

スをいただいたりして、こういったものを学校教育でも取り入れていき

たいなと思、いました。

参加者が少なかつた理由は、広報 7月 号ではなく 8月 号に掲載 したこ

とが原因かと思います。

PR時期は大切ですね。
公民館利用者も高齢の方が多いので、子どもたちの親世代に公民館を

もっと知っていただき、公民館を利用していただきたい。
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須賀委員

近藤委員長

大谷公民館長

関根副委員長

大谷公民館長

大石公民館長

近藤委員長

委員

近藤委員長

近藤委員長

生涯学習課長

生涯学習課主任

生涯学習課長

近藤委員長

土曜 日の教育支援業については魅力あるプログラムばかりだと思いま

す。運動会や合唱祭などの学校行事にはたくさんの親が見に来るので、

そ ういった時にPR出来たらいいかもしれません。子どもと一緒に公民
館に足を運んだ保護者が公民館について関心を持ってもらえたら良いと

思います。

「子育てに役立つ○○」など講座名にキーワードをプラスするなどの

工夫も考えられます。

親子講座を企画すると公民館を知るきっかけになり、次の公民館使用

につながることもあります。親が公民館に関心を持ってくれるきつかけ
づくりをしていきたいと思います。

全体的に内容はとても良いと思います。落選された方の救済方法は何

か考えていますか。

講師に確認の上、教室を広くして受講可能人数を増やしたり、午前と

午後に分けて実施をしたりと可能な限り対応しています。

今年度実施したパン作り教室は、募集人数が多かったので、講師に相

談の上、落選者を対象に応募を募り2回 目を実施予定です。

他に御質問等はございますでしょうか。

大体御意見は出し尽くした感じでしょうか。
いろいろと御意見をいただきましたが、特に反対や修正の御意見はな

かったと認識しておりますが、皆さんその御理解でよろしいでしょうか。

<異議なし>

ありがとうございます。
それでは、議案 (2)令和 6年度土曜日の教育支援事業につきまして
は、当審議会として概ね妥当との意見とさせていただきたいと思います。

5 報告
報告 (1)放課後子供教室について
報告の (1)放課後子供教室について、事務局から説明をお願いしま
す。

放課後子供教室について、担当から説明を行います。

<資料5 放課後子供教室について説明>

<放課後子供教室について追加説明>

報告あ りが とうございました。



近藤委員長

報告 (2)その他について
事務局から何か説明がありますか。

生涯学習課長 特にございません。

近藤委員長

6 閉会
それでは以上で予定された議事、報告は全て終了いたしました。

御協力ありがとうございました。

生涯学習課長 近藤委員長、ありがとうございました。

最後に閉会のあいさつを関根副委員長にお願いします。

関根副委員長 <閉会の挨拶>

生涯学習課長 以上をもちまして、第 2回上尾市公民館運営審議会をさせていただきま
す。ありがとうございました。

≪ 15時 28分終了≫
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